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◆地震によって、津波の可能性があるかどうかで避難先がかわります 

    地震発生後、まずは自身の身の安全を守ってください。次に家族や隣近所の安否を確認

し、テレビ・ラジオ・おおさか防災ネットのメールなどで津波の可能性があるのかを確

認してください。 

津波の可能性あり→津波避難ビル・近くのマンションやビルの３階以上へ避難 

津波の可能性なし→一時避難場所へ避難 

火災の消火や救助が必要の場合は協力し、自宅が倒壊等で住めない場合は災害時避

難所へ移動しましょう 
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正しい情報を入手しましょう 

携帯メールアドレスを登録すると、地震・津波・台風情報や気象に

関する注意報・警報、避難勧告や指示情報など、幅広い防災情報

が提供されます。 

おおさか防災ネットの登録方法 

 

 

 

 

もしものときに備えて、ほかの情報ツールも活用してみましょう 

 

災害伝言ダイヤル 

電話が使えない！家族と連絡をとるには 

「１７１」をダイヤルし、ガイダンスにしたがって伝言を登録・再生します。 

 

災害アプリ 

大阪市防災アプリでは、防災情報のほか、 

安否情報の検索や非常時のホイッスル機能 

を備えています。 

大阪市防災アプリ 

 

 

  ｱﾝﾄﾞﾛｲﾄﾞ用    ios用 

防災情報メール 

災害伝言ダイヤル171 
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大阪市からの避難情報について 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

気象情報に注意する 

・テレビやラジオ、インターネットで確認しましょう。むやみに外出しない。 

風水害時に避難するときは 

・動きやすく安全な格好で！  ・浸水しているときは近くの高い建物に避難！ 

・足元に注意！         ・一人で行動しない！ 

防災スピーカーのサイレン(警報音)パターン 

友渕地域では、友渕小学校・友渕中学校に設置しています。  

緊急度が高くなるほどサイレンの間隔が短くなります。 

音が聞けます 

歩行可能な水の深さの目安 

携帯電話・スマートフォンなどでも

受信できます 


